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地域に根ざした街並みづくり 
 
 会津若松市の中心にある七日町通りは、過疎化と高齢化が進み、19

年前には 7割が空き店舗のシャッター通りだったと言う。 

ここでの賑わい復活の中心となったのが、かつての海産物問屋を改

修した料亭旅館「渋川問屋」の代表取締役 渋川恵男氏である。当初、

渋川氏の他、庄司裕氏、目黒章三郎氏の 3名の有志でスタートした七

日町再生活動は、商店街の取り組みへと変わり、やがては行政、NPO、

TMO などを巻き込む取り組みへと発展する。 

 「国内の中心市街地は、みんな東京を目指してミニ東京になってし

まった。しかし、今の時代は車や新幹線を使って東京まで日帰りがで

きるから、もうミニ東京は必要ない。必要とされるのは、その地域に

根ざしたもの。会津は戊辰戦争で負けて明治以降に復興した。それは

ある意味会津の特性であり、そうしたものをブラッシュアップすべき

だと思った」と渋川氏は語る。今や年間 20万人の観光客が訪れる観光

地へと生まれ変わった七日町通りであるが、商店街の再生はまだ 2割

しか到達していないと高い目標を見据えている。 
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昭和 22年福島県生まれ。高校卒

業後 20 年以上地元を離れてお

り、帰郷後も実家のある七日町

商店街には、当時住んでおらず、

いわば「よそ者」的存在であっ

た。現在は、会津若松商工会議

所副会頭、七日町通りまちなみ

協議会会長、有限会社渋川問屋
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今や中心市街地の商店街では、近隣住民を

対象にした昔ながらの商売が成り立たない 

→ 会津若松市を訪れる年間 200 万人の観光客をタ

ーゲットにする 

歴史的建物は点在するものの、ほとんどが

外観を新建材で覆うなどしていた 

→ 「大正浪漫調」のコンセプトで建物を改修し、まち

のイメージを変える 

 
（地域の特徴） 

通行人のいない商店街 

街並みを修景し、まちなか観光創出へ 
 
全長 800m の七日町通りは、町の中心から西に延びる商店街で、幕政

時代から昭和中期までは会津一の賑わいをみせる繁華街であったが、

モータリゼーションの影響で来街者が激減し、空き店舗が次々と増え

ていった。老舗店舗の店主らの建物調査により、七日町通りには、明

治・大正・昭和初期の蔵、洋館、木造商家といった歴史的な建築物が

数多く点在していることがわかったが、多くの建物はトタンや新建材

で覆われ、本来の趣を失っていた。 

 
（取り組み概要） 

街並みが生まれ変わり、賑わいが復活 
 

平成 6 年に「七日町通りまちなみ協議会」が設立された。七日町通

りの特徴は、協議会が建物所有者とテナント入居者とのマッチングを

行い、テナント入居者には希望する外観の建物を提供する仕組みにあ

る。建物所有者の説得という地道な活動を行いながら、出店資金のう

ち 100 万円を修景に充てることを条件に、タウン誌などを通じて入居

を呼びかけた。 

建物改修の費用は市の助成制度（上限 70 万円）を活用した。この助

成制度の対象となるため、景観条例に基づく「景観協定」の締結にも

取り組んだ。この取り組みの成果として、平成 7年から平成 23年まで

の間に、約 80 店舗において、店舗改装や緑化、業種転換が行われ、特

に修景や業種転換が進んでいる地区（下の区）においては、ほとんど

空き店舗が見当たらなくなるまでになった。 

現在は、大理石づくりの洋館やレンガ張りの道路から大正浪漫調が

漂う一方で、酒、漆器、味噌、醤油といった会津の地場産業に係わる

蔵や資料館、菓子、飲食、民芸品、骨董品、茶屋などの約 120 軒に上

る店舗が左右に連なっている。 

地域の課題 ソリューション 

まちづくりの組織 

大正浪漫を感じる街並み 
 

㈱まちづくり会津（TMO） 

中心市街地 

・商店街団 

・七日町通りまちなみ協議会 

・アネッサクラブ 

・地域住民 など 

商工会議所 市 

蔵造りのミニ美術館 



 
 

                      

建物改修には多額の費用が必要 → 景観協定に基づく助成金などを活用 

建物所有者を根気強く説得するも、なかなか

事業化には進展せず 

→ 呼び水となる「茶屋 やまでら」の成功事例づくり 

 
（地域資源の発掘と活用術①） 

街並み修景と空き店舗対策 
  
店舗改修と業態転換の第 1号は、駄菓子・民具・骨董品も揃えた「茶

屋 やまでら」。その後、大正浪漫調をコンセプトに、次々と店舗修景

や拠点施設の整備を行うとともに、まちなか界隈スペース、歩行者空

間の整備などにより、商店街の魅力づくりを図っている。 

また、空き店舗対策として、県・市の 3 年間家賃補助を活用してお

り、これまでに 18 件の補助を受けている。 

 
（地域資源の発掘と活用術②） 

情報発信の拠点 「駅カフェ」 
  
JR 東日本の支援を受け、無人駅であった JR 七日町駅舎を大正浪漫

調の洋館に改修し、会津地方の特産品のアンテナショップを設けた。

七日町通り協議会を主体とした「アンテナショップ運営委員会」が運

営を行っている（県・市の補助金を活用）。 

 
（地域資源の発掘と活用術③） 

一層の集客力アップ 「会津ブランド館」 
 
大正浪漫調の空き倉庫を改装し、会津地域の市町村が連携した「会

津ブランド認定品」「地場産品」などの伝統工芸品から、新しい試みの

デザイナーズブランドまで、地元で作りだされている良いものを一堂

に集めた展示・販売スペースを整備した。また、会津地方が誇る 36

の蔵元の代表的な地酒を飲めるショットバーもある（市の補助金を活

用）。 

 
（地域資源の発掘と活用術④） 

大正浪漫のイメージ定着 「七日町パラダイス」 
 
毎年 10 月に骨董市やストリートライブ、きものしゃなりウォーク、

バザールなどを取り入れたイベント「七日町パラダイス」を開催し、

毎回約 8,000 人を集めている。  

地域の課題 ソリューション 

第 1 号店 茶屋やまでら 

毎年 10 月に行われる七日町パラダ
イス 

無人駅を利用した駅カフェ 

地域産品を扱う会津ブランド館 

出典：観光庁観光カリスマ 
http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/jinzai/charisma/mr_shibukawa.html 

 



 
 

 
 
 
（地域資源を観光事業に活かすまでのプロセス） 

 

 きっかけは、1 軒の米屋が改修し、雰囲気のある茶屋に生まれ

変わったこと。徐々に客足が増えていくのを見た周辺の空き家や

店舗が同じく改修することで、新しい借り手がつき、相乗効果で

商店街に活気が戻り始めた。 

 どの店舗も建築家やデザイナーは関わっておらず、すべて自分

たちの手によって改修を行っている。大正浪漫風、昭和レトロ風

といった様々なデザインのファサードが軒を連ねており、蔵造り

のコンビニエンスストアも登場した。 

（年表） 

平成 5 年（1993 年） 川越市で開催された全国街並みゼミに参加。 

渋川氏ら 3 名で七日町通りの建物の現況を調

査 

平成 6 年（1994 年） 七日町まちなみ協議会の発足 

まちなみデザイン推進事業の助成団体に選ば

れ、計画を策定するなどのソフト事業の助成を

受ける。茶屋「やまでら」の開業 

平成 7 年（1995 年） 景観協定締結、店舗改修を開始 

平成 9 年（1997 年） イベント「七日町パラダイス」開催 

平成 14 年（2002 年） 無人駅を利用した「駅カフェ」を開業 

平成 16 年（2004 年） 地域産品を扱う「会津ブランド館」の開業 

 
 
（統計データ） 

数字でみる「七日町通りの賑わい」 
  
19 年前に渋川氏らが調査を実施した時は

2 日間で歩行者数がゼロという惨憺たる状

況であったが、平成 22 年度の調査では、

1,000 人前後となっており、平日の歩行者数

が休日をやや上回っている。平日・休日とも

に、観光客だけではなく地元客の姿も多く見

られる。（会津若松商工会議所調べ） 

 

※各年とも 7月の平日と日曜、7～19時の通行量調査、片側通行 

店舗改修には、市

の景観協定に伴う

助 成 金 の ほ か 、

県・市からの 2 年

間家賃補助金や、

まちなか観光推進

団体の認定による

補助金などを活用 

「大正浪漫風、昭和レトロ風街並み」ができるまで 
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